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１．2025年６月期第３四半期の連結業績（2024年７月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 49,885 21.7 2,345 61.2 2,534 88.9 1,761 111.3
2024年６月期第３四半期 40,980 32.5 1,455 167.6 1,342 553.7 833 ―

(注) 包括利益 2025年６月期第３四半期 1,411百万円( 46.3％) 2024年６月期第３四半期 965百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年６月期第３四半期 22.32 14.99

2024年６月期第３四半期 10.80 7.21

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 32,365 13,850 39.2

2024年６月期 28,141 12,187 39.0
(参考) 自己資本 2025年６月期第３四半期 12,691百万円 2024年６月期 10,979百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年６月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2025年６月期 ― 0.00 ―

2025年６月期(予想) 1.00 1.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年６月期の連結業績予想（2024年７月１日～2025年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,000 17.7 2,800 44.3 2,900 68.5 1,900 56.5 23.66
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ：無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年６月期３Ｑ 81,995,593株 2024年６月期 81,463,593株

② 期末自己株式数 2025年６月期３Ｑ 2,693,618株 2024年６月期 2,693,567株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年６月期３Ｑ 78,897,985株 2024年６月期３Ｑ 77,180,935株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料４ページ「１．経営成績等の
概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。なお、連結業績予想の１株当たり当
期純利益は2025年４月末までのストック・オプションの権利行使と2025年５月13日付のAmazon.com, Inc.による第
１回無担保転換社債型新株予約権付社債の権利行使による影響を加味して計算しております。なお、詳細につきま
しては、本日公表の「第１回無担保転換社債型新株予約権付社債の転換権行使ならびに主要株主及び主要株主であ
る筆頭株主の異動に関するお知らせ」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当社グループは、2024年８月に発表しました中期事業方針に基づき、リテール事業（EC・店舗）の拡大を通じてユー

ザーとの接点やデータを増やし、それらをマーケティング支援事業（BtoBサービス）でマネタイズすることで、中期事

業目標である連結売上高1,000億円、連結営業利益80億円の達成を目指しております。

今期2025年６月期は中期事業方針の初年度として、マーケティング支援事業におけるソリューションの拡充やデータ

ドリブンソリューション等の新サービス開発、リテール事業での更なる店舗網の拡大とプラットフォーム連携によるEC

成長を計画しています。なお、グローバル事業におきましては、期初計画外の香港旗艦店のオープン前費用を計上した

ため、来期以降での黒字化を見込んでおります。

当第３四半期連結累計期間における業績は以下の通りです。

売上高におきましては、国内で展開しているマーケティング支援事業及びリテール事業が業績を牽引し、前年同期比

で21.7％の増収となりました。特に、リテール事業のEC・店舗がともに成長したことで、前年同期比26.7％の増収を記

録しました。

営業利益におきましては、売上高と同様にマーケティング支援事業及びリテール事業が増益に貢献し、組織体制強化

に伴う費用増を吸収して、61.2％の増益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は以下の通りとなりました。

売上高 49,885百万円（前年同期 40,980百万円 / 前年同期比 21.7％増）

営業利益 2,345百万円（前年同期 1,455百万円 / 前年同期比 61.2％増）

経常利益 2,534百万円（前年同期 1,342百万円 / 前年同期比 88.9％増）

税金等調整前四半期純利益 2,531百万円（前年同期 1,334百万円 / 前年同期比 89.7％増）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,761百万円（前年同期 833百万円 / 前年同期比 111.3％増）

① マーケティング支援事業

当セグメントには、当社が運営するコスメ・美容の総合サイト「@cosme（アットコスメ）」を基盤とした、化粧品

ブランド向けの広告ソリューションやMarketing SaaS（ブランドオフィシャル）が属しております。

売上高におきましては、ECと店舗を活用した販売促進施策の好調を背景に、大手化粧品ブランドだけでなく中堅・

新興ブランドとの取引が引き続き拡大し、前年同期比13.0％の増収となりました。

営業利益におきましては、リテール事業からの@cosme商標に関するライセンス料による利益計上（セグメント間取

引）に加えて、前年同期において発生した一過性のソフトウエア償却費の計上がないことや、限界利益率の高い事業

モデルが効率的な利益拡大につながり、69.1％の増益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は以下の通りとなりました。

売上高 7,063百万円（前年同期 6,248百万円 / 前年同期比 13.0％増）

営業利益 2,065百万円（前年同期 1,222百万円 / 前年同期比 69.1％増）

② リテール事業

当セグメントには、化粧品ECサイト「@cosme SHOPPING（アットコスメショッピング）」、化粧品専門店 「@cosme

STORE（アットコスメストア）」等の国内における小売業を中心としたサービスが属しております。

売上高におきまして、ECでは、引き続きプラットフォーム連携による新規顧客の獲得や、2024年12月の販売イベン

ト「@cosme BEAUTY DAY」で獲得した新規顧客の定着化により、前年同期比27.6％の増収となりました。店舗では、既

存店改装等による延床面積の拡大に伴い、ネットとリアルを融合した体験が生活者にさらに浸透したことで、26.2％

の増収となりました。結果として、セグメント全体では26.7％の増収にて着地しました。

営業利益におきましては、マーケティング支援事業に対するライセンス料の支払い（セグメント間取引）があった

ものの、増収寄与により、11.2％の増益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は以下の通りとなりました。

売上高 38,649百万円（前年同期 30,516百万円 / 前年同期比 26.7％増）

営業利益 2,149百万円（前年同期 1,933百万円 / 前年同期比 11.2％増）
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③ グローバル事業

当セグメントには、日本国外で展開するEC・卸売、店舗、メディア等のサービスが属しております。

売上高におきましては、中国越境ECが堅調な推移であったことに加え、韓国事業における日本進出支援が引き続き

成長した結果、セグメント全体で前年同期比4.1％の増収となりました。

営業利益におきましては、香港旗艦店のオープン前費用の計上が発生したものの、利益率の高いBtoBサービスの増

収によって韓国事業が黒字化し、前年同期比で赤字幅を縮小しての着地となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は以下の通りとなりました。

売上高 3,052百万円（前年同期 2,932百万円 / 前年同期比 4.1％増）

営業損失（△） △70百万円（前年同期 △187百万円）

④ その他事業

当セグメントには、美容部員を派遣する人材派遣事業と、ユーザー向けのBtoC課金サービス、創業間もない企業も

含め幅広い成長ステージの企業に投資する投資育成事業が属しております。

売上高におきましては、人材派遣事業における一部サービスの終了と、BtoC課金サービスの１つである

「BLOOMBOX」が2024年12月で終了した影響を受け、前年同期比12.7％の減収となりました。

営業利益におきましては、前述の通り「BLOOMBOX」の終了によって、18.2％の減益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は以下の通りとなりました。

売上高 1,121百万円（前年同期 1,284百万円 / 前年同期比 12.7％減）

営業利益 163百万円（前年同期 199百万円 / 前年同期比 18.2％減）

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

① 資産の部

当第３四半期連結会計期間末における資産の額は、前連結会計年度末に比べ4,225百万円増加し、32,365百万円と

なりました。

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の額は、前連結会計年度末に比べ3,817百万円増加し、20,301百万

円となりました。これは主に、現金及び預金が1,094百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が924百万円、商品が

1,858百万円増加したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の額は、前連結会計年度末に比べ408百万円増加し、12,064百万円

となりました。これは主に、有形固定資産が299百万円、敷金及び保証金が171百万円増加したこと等によるものであ

ります。

② 負債の部

当第３四半期連結会計期間末における負債の額は、前連結会計年度末に比べ2,562百万円増加し、18,515百万円と

なりました。

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の額は、前連結会計年度末に比べ5,995百万円増加し、14,232百万

円となりました。これは主に、短期借入金が450百万円減少したものの、１年内償還予定の転換社債型新株予約権付

社債が4,000百万円、支払手形及び買掛金が1,997百万円、1年内返済予定の長期借入金が440百万円増加したこと等に

よるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の額は、前連結会計年度末に比べ3,433百万円減少し、4,284百万円

となりました。これは主に、長期借入金が971百万円増加したものの、転換社債型新株予約権付社債が4,000百万円減

少したこと等によるものであります。

③ 純資産の部

当第３四半期連結会計期間末における純資産の額は、前連結会計年度末に比べ1,663百万円増加し、13,850百万円

となりました。これは主に、資本剰余金が2,659百万円減少したものの、利益剰余金が4,572百万円増加したこと等に

よるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年６月期通期の連結業績予想につきましては、2025年２月12日の決算短信で公表いたしました内容から変更あり

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,762 6,856

受取手形、売掛金及び契約資産 4,646 5,570

商品 4,217 6,074

営業投資有価証券 1,070 1,008

その他 796 799

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 16,484 20,301

固定資産

有形固定資産 1,762 2,061

無形固定資産

のれん 1,223 935

ソフトウエア 1,697 1,739

その他 652 946

無形固定資産合計 3,572 3,620

投資その他の資産

投資有価証券 3,557 3,592

敷金及び保証金 1,814 1,985

その他 982 838

貸倒引当金 △31 △31

投資その他の資産合計 6,322 6,384

固定資産合計 11,656 12,064

資産合計 28,141 32,365
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,711 4,707

短期借入金 450 ―

1年内返済予定の長期借入金 758 1,198

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社
債

― 4,000

未払法人税等 326 389

賞与引当金 424 201

その他 3,568 3,737

流動負債合計 8,237 14,232

固定負債

長期借入金 3,185 4,157

転換社債型新株予約権付社債 4,000 ―

その他 531 127

固定負債合計 7,717 4,284

負債合計 15,953 18,515

純資産の部

株主資本

資本金 5,719 5,868

資本剰余金 3,662 1,003

利益剰余金 507 5,079

自己株式 △280 △280

株主資本合計 9,607 11,670

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 87 3

為替換算調整勘定 1,284 1,018

その他の包括利益累計額合計 1,371 1,021

新株予約権 1,011 1,016

非支配株主持分 198 143

純資産合計 12,187 13,850

負債純資産合計 28,141 32,365
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

売上高 40,980 49,885

売上原価 22,913 28,307

売上総利益 18,067 21,578

販売費及び一般管理費 16,612 19,233

営業利益 1,455 2,345

営業外収益

受取利息 6 8

受取配当金 3 3

助成金収入 4 0

為替差益 ― 32

持分法による投資利益 55 150

投資事業組合運用益 ― 4

その他 18 36

営業外収益合計 86 233

営業外費用

支払利息 37 41

為替差損 28 ―

投資事業組合運用損 3 1

遊休資産諸費用 126 ―

支払手数料 1 1

その他 5 1

営業外費用合計 199 45

経常利益 1,342 2,534

特別利益

固定資産売却益 6 ―

新株予約権戻入益 0 0

投資有価証券売却益 0 ―

負ののれん発生益 0 ―

特別利益合計 6 0

特別損失

事業構造改善費用 13 ―

その他 1 3

特別損失合計 14 3

税金等調整前四半期純利益 1,334 2,531

法人税等 471 759

四半期純利益 863 1,772

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 11

親会社株主に帰属する四半期純利益 833 1,761
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

四半期純利益 863 1,772

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6 △60

為替換算調整勘定 126 △276

持分法適用会社に対する持分相当額 △31 △24

その他の包括利益合計 102 △360

四半期包括利益 965 1,411

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 932 1,411

非支配株主に係る四半期包括利益 32 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2023年７月１日 至 2024年３月31日)

当社は、2023年８月付で、連結子会社Glowdayz, Inc.の株式を追加取得したことにより、資本剰余金が1,148百万

円減少しております。また、当第３四半期連結会計期間に第25回新株予約権の権利行使が行われ、資本金及び資本

剰余金がそれぞれ251百万円増加しております。この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が5,719百

万円、資本剰余金が3,662百万円となっております。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年７月１日 至 2025年３月31日)

当社は、2024年８月20日開催の取締役会の決議により、同日付で会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備

金を2,811百万円減少させ、同額をその他資本剰余金に振り替えております。また、同日付で会社法第452条の規定

に基づき、その他資本剰余金を2,811百万円減少させ、同額を繰越利益剰余金に振り替えることにより、欠損填補を

行っております。

この欠損填補等により、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が1,003百万円、利益剰余金が5,079百

万円となっております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2023年７月１日 至 2024年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

報告セグメント
その他
事業

（注）１
(百万円)

合計
(百万円)

調整額
（注）２
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３
(百万円)

マーケテ
ィング支
援事業
(百万円)

リテール
事業

(百万円)

グローバ
ル事業
(百万円)

計

売上高

一時点で移転される財
又はサービス

― 30,516 2,339 32,855 ― 32,855 ― 32,855

一定の期間にわたり
移転される財又はサービス

6,248 ― 592 6,841 1,258 8,098 ― 8,098

顧客との契約から生じる収益 6,248 30,516 2,932 39,696 1,258 40,953 ― 40,953

その他の収益 ― ― ― ― 26 26 ― 26

外部顧客への売上高 6,248 30,516 2,932 39,696 1,284 40,980 ― 40,980

セグメント間の内部
売上高又は振替高

651 66 0 717 26 743 △743 ―

計 6,899 30,581 2,932 40,412 1,310 41,722 △743 40,980

セグメント利益又は損失(△) 1,222 1,933 △187 2,968 199 3,167 △1,712 1,455

(注) １．「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣事業、BtoC課金サー

ビス等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,712百万円は、セグメント間取引消去４百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△1,716百万円であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 2024年７月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

報告セグメント
その他
事業

（注）１
(百万円)

合計
(百万円)

調整額
（注）２
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３
(百万円)

マーケテ
ィング支
援事業
(百万円)

リテール
事業

(百万円)

グローバ
ル事業
(百万円)

計

売上高

一時点で移転される財
又はサービス

― 38,649 2,419 41,067 1 41,068 ― 41,068

一定の期間にわたり
移転される財又はサービス

7,063 ― 633 7,696 1,121 8,817 ― 8,817

顧客との契約から生じる収益 7,063 38,649 3,052 48,763 1,121 49,885 ― 49,885

その他の収益 ― ― ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 7,063 38,649 3,052 48,763 1,121 49,885 ― 49,885

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,205 76 1 1,282 29 1,311 △1,311 ―

計 8,268 38,725 3,052 50,045 1,151 51,196 △1,311 49,885

セグメント利益又は損失(△) 2,065 2,149 △70 4,144 163 4,307 △1,962 2,345

(注) １．「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣事業、BtoC課金サー

ビス等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,962百万円は、セグメント間取引消去0百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,962百万円であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

減価償却費 1,433百万円 1,293百万円

のれんの償却額 155百万円 152百万円


